
内線

１　施設の概要

■使用料 □その他（ ）

２　管理運営の状況

（１）管理経費 （単位：千円）

1億891万円 （増改築時） 新築48億1,432万3千円※用地購入，一部外構工事除く

料金制度

類似施設
（民間の施設を含む）

旭川市博物館，中原悌二郎記念旭川市彫刻美術館，道立旭川美術館，旭山動物園，など

運営方法 （委託内容）アテンダント，清掃，施設管理，各種機械設備等保守点検，緑地維持管
理，
除排雪，機械警備，天文台・プラネタリウム関係機器等管理，環境衛生，他

規模・構造等

設置根拠

事業内容

利用対象者 一般市民

（決算）

R２年度

（新築時）

0166-31-3186

□直営

設置目的
科学の理解，普及，学習及び研究に資するために設置。

昭和37年11月3日設置年月日

旭川市科学館条例（第１条）

建設費（単位：千円）

新築：鉄筋コンクリート造，一部プレストレストコンクリート造及び鉄骨造，4階建

施設名

電話番号担当部局

所在地

■直営（一部業務委託）

令和３年度の職員体制）　正職員１１人，会計年度職員１２人　　　

学習普及活動（展示事業，実験実習，イベント），天文普及活動（プラネタリウム事業，天文台事業），
学校等連携・人材育成（学校団体利用，学芸員実習生受入，ボランティア協働），調査研究活動（太陽黒点観測，生
態系調査）

旭川市科学館 旭川市宮前1条3丁目

社会教育部

（決算）

R３年度

（予算）
備考

年度　　

　　内訳

Ｈ３０年度

（決算）

R元年度

施設概要

減免制度 条例，規則等の規定による。

類似施設との違い

※人件費（正職員分）は，平成30年度7,282千円，令和元年度7,369千円，令和2年度7,366千円，令和3年度7,466千円で計算すること。

自然科学分野の全般を対象として取り扱う。

増改築 新築移転　平成17年7月23日

人件費 100,542 100,297 102,462 103,413

正職員 80,102 81,059 81,026 82,126

臨時・嘱託職員 20,440 19,238 21,436 21,287

需用費 39,888 40,968 34,504 39,232

燃料費 33 9 6 9

光熱水費 37,065 38,389 31,333 36,084

修繕料 400 394 396 400

その他 2,390 2,176 2,769 2,739 消耗印刷費

委託料 107,337 109,798 116,159 130,327

使用料・賃借料 3,097 3,643 3,684 3,795

備品購入費 0 0 0 0

その他 5,143 5,026 4,616 5,138 負担金

合計（A） 256,007 259,732 261,425 281,905

収
入

使用料 17,380 15,745 8,486 21,039 観覧料・施設使用料

その他 358 352 307 364 施設使用加算料・電話

合計（B） 17,738 16,097 8,793 21,403

差引(合計(A)-合計(B)) 238,269 243,635 252,632 260,502



（２）利用状況

【参考値】
利用者一人当たりの
市費投入額（千円）

（管理経費÷総利用件数）

1 1 3 1

（見込み）　　内訳 （実績）

R３年度
備考

63%

55%

44%

40%

Ｈ３０年度 R元年度

（実績）

パソコン実習室 14%

総利用件数（単位：人）

うち減額利用分 -

年度　　

248,987

R２年度

うち免除利用分 -

-

（実績）

237,405

-

-

13%

木工模型工作室

特別展示室

学習・研修室

理科実験室

電子工作室 14%

37%

31%

51%

45%

15%

29%

-

-

56%

24%

97,883

-

46%

280,000

29%

9%

47%

26%

16% 18%

各
室
利
用
率

(単位：%)

15%

16%


